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研究成果の概要（和文）： 
様々な医療用デバイスの表面にコーティングされ、用いられているＭＰＣポリマーの特徴は

極めて高い生体適合性である。近年、歯科臨床で広く用いられるようになってきたインプラン

トにこのポリマーをコーティングすることによってインプラントの周囲の組織の反応の様子を

観察した。まず手始めにインプラントを臨床で使う際に部分的に骨が結合しないようにさせる

ために必要なポリマーの種類、濃度を検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The feature of MPC Polymer that is coated to the surface of the device for various 
medical treatments, and used is an extremely high biocompatibility. The purpose of 
this study is to investigate the surrounding tissue of the implants which was coated by 
MPC polymer. 
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１．研究開始当初の背景 

失われた咀嚼機能や審美性を回復する

手段としてのデンタルインプラント治療は、

近年になって症例数が飛躍的に増加して

きており、この背景の一つには骨移植術、G

BR、骨延長法、骨補填材、サイトカインなど

を応用した骨造成法が適用されるようにな

ってきたことが挙げられる。また、インプラン

ト体の表面性状の改良や埋入後のインプラ

ント体への荷重をコントロールすることによ

って、症例によっては１回法による埋入や

埋入後早期に上部構造を装着して、咬合

機能を付与することが可能になってきてい

る。 

このような osseointegration をより早期
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に、確実に獲得する方法が確立されること

はデンタルインプラントの臨床成績の安定

に大きく寄与するものである。しかし、たとえ

 osseointegration が獲得されていても、あ

くまで異物であるインプラント体が上皮を貫

通するという環境はデンタルインプラント治

療では避けられない。したがって、この歯肉

貫通部においてプラークの沈着を抑制し、

いかにインプラント体周囲に炎症を起こさせ

ないかは長期にわたりデンタルインプラント

を機能させるための重要なポイントの一つ

である。特に２回法インプラントでは、アバッ

トメントとフィクスチャー接合部に介在する

微小間隙はインプラント周囲の炎症の惹起

しやすくし、また、２次手術時にいわゆるヒ

ーリングキャップ上やインプラント体の頂部

に形成された骨を除去することによって一

時的に局所の骨吸収が生じ、歯肉上皮のd

own growth が引き起こされやすい。その

結果、よりプラーク沈着の生じやすい状況

を招き、場合によっては審美性が損なわれ

てしまうことも臨床上問題である。 

最近、組織工学的手法を用いた再生医

療が注目され、研究が進められているが、

この中で 高い生体適合性を有する合成高

分子材料が開発され人工臓器や医療用デ

劲バイス、バイオサイエンス用デバ スとして

用いられるようになってきている。これらの

中でもMPCポリマーは生体膜リン脂質類似

の表面構造を有し、タンパク質や細胞など

の生体成分の吸着や構造変化を起こしにく

い生体適合性ポリマーである（Ishihara K,T

 Ueda and N Nakabayashi:  Preparation

 of phospholipid       polylners and th

eir properties as polymer hydrogel memb

ranes. Polym J 22(5) 355-360 1990、次

頁の図を参照）。医療分野への応用ではM

PCポリマーによる表面処理をすることにより

医療用デバイスの生体適合性・血液適合

性を飛躍的に改善できることが明らかにさ

れている。 

MPCとは 2-methacryloyloxyethyl phos

phorylcholine の略称であって、そのポリマ

ー（以下、 MPCポリマー）は生体適合性ポ

リマーバイオマテリアルを創製する中で生

み出された物質であり、我が国のオリジナ

ルなポリマーバイオマテリアルである。なお、

既に、MPCポリマー処理した医用材料（カ

テーテル、ステント、人工肺）は厚生労働省

や米国食品薬品許可局(FDA)の認可を受

け、臨床応用されている。 

 
２．研究の目的 

MPCポリマー2-methacryloyloxyethyl  

phosphorylcholine）は生体膜リン脂質類似

の表面構造を有し、タンパク質や細胞など

の生体成分の吸着や構造変化を起こしにく

い生体適合性ポリマーである。今回我々は

このMPCポリマーに着目し、これをインプラ

ント体の表面に適用することにより、インプ

ラント周囲、特に歯肉貫通部付近において

その細胞接着抑制効果を基盤に組織のリ

モデリングを理想的に促し、かつプラークの

付着を抑制する効果がどの程度発揮される

かについて検討することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

リン脂質極性基を有する MPC（2-メタ

クリロイルオキシエチルホスホリルコ

リン）を成分とするポリマー（以下 MPC

ポリマー、とする）を材料の表面にコー

ティングすることにより細胞やタンパ

ク質の接着、吸着を抑制する効果が発揮

されることが明らかになっている。これ

によって、医療用デバイスの生体適合性、

血液適合性を飛躍的に改善させること

が可能である。インプラント体への細胞

接着性を制御して、より長期にかつ確実

にインプラントを生体内で機能させる



 

 

ことを目的として、MPC ポリマーのイン

プラント体への応用の可能性を検討す

る。まずチタン表面への細胞接着を阻害

するために必要な最低の MPCポリマーの

種類、濃度の検討を行った。まず、マウ

ス未分化間葉系幹細胞株 C3H10T1/2 に

レトロイルスベクターを用いて GFP遺伝

子を導入し、安定して GFP 蛍光を発現す

る細胞株を作成した。この細胞を 6 well 

plate に播種し、（105 cells/well）１日

後に種々の MPCポリマー共重合体（PMB、

PMD、PMS）をコーティングしたチタンプ

レートおよび未処理のチタンプレート

を細胞上に置き、チタン表面への細胞接

着の状態を１日から１４日間経時的に

観察した。 

 
４．研究成果 

チタン表面への細胞接着の状態を 

１日から１４日間経時的に観察した結

果、PMB、PMS は同等に細胞接着を阻害す

ること、PMD は細胞接着の阻害効果が低

いことが判明した。ただし、チタンプレ

ートの表面の研磨状態などにより、細胞

が接着する様子も観察されたため、既に

製品として販売されているインプラン

ト体の素材と同じチタン合金のプレート

を用いることとし、ポリマーは PMBを採用

して同様の実験を行った。その結果、チ

タン合金への細胞接着阻害効果が認め

られた。 
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